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１．はじめに 

既報で日本への中国や台湾、韓国からの出願人の特殊な表記について紹介しました 1)。

出願人名が「▲▼」で挟まれた表記に関するものです。例えば、 HUAWEI 
TECHNOLOGIES の日本出願の出願人表記が簡体字では「华为技术」と表記されます

が、その多くは日本語的表記「華為技術」として出願されています。 

しかし、一部の出願人名は「▲華▼▲為▼技▲術▼」のように「▲▼」で挟まれた出

願人名で表記されています。外国からの出願人表記が「フアウェイ テクノロジーズ / フ
アウェイ.テクノロジーズ / ホアウェイ テクノロジーズ / ホアウェイ・テクノロジー

ズ」のように表記ゆれするのはやむを得ないとしても「ホアウェイ テクノロジーズ」

の表記があるのに「▲ホア▼▲ウェイ▼技術」の表記もあります。 
 
日本特許庁の「HTML 文書の作成基準」2) および「文字の制限」3) によると 

「ＪＩＳ－Ｘ０２０８－１９９７で定められている文字以外の文字を用いようとする

ときは、ＪＩＳ－Ｘ０２０８－１９９７で定められている漢字に置き換えて記録するか、

又はその読みを平仮名で記録し、その前に「▲」、後ろに「▼」を付します。」 

とあります。 

 
そこで本稿では、「▲ ▼」で挟まれた特殊な出願人表記について議論したいと思います。 

 

２．「▲ ▼」で挟まれた出願人表記 

HUAWEI TECHNOLOGIES を含め「▲ ▼」で挟まれた出願人表記のうち比較的出願

が多い出願人についてその出現数と共に表 1-1、表 1-2 に抽出しました。「▲ ▼」で挟まれ

た表記と共に簡体字を日本語的表記に変換した出願人名並びに参考情報としてカタカナ異

表記の出現数も紹介しています。いずれもデータは台湾特許庁の Worldwide な国を収録

する GPSS で抽出した 2000 年～2023 年の公開特許数で示しています。但し、既報で紹

介しましたようにGPSSの日本特許収録はJ-PlatPatに比べ若干劣ることは了解くださ

い。 

 
 尚、Worldwide な無料特許データベースとして WIPO PATENTSCOPE（PS と略記）

もあります。商用データベースを利用できない方も多いと思うので日本特許の検索例と

して GPSS 同様、その存在数を表２に比較してみました。 

 



表 1-1．▲ ▼で挟まれた出願人表記例 

 
表 1-2．▲  ▼で挟まれた出願人表記例 

 
 
表２．GPSS と PATENTSCOPE(PS)収録比較 

 



 表１で明らかなように▲ ▼で挟まれた出願人表記は多くの中国、台湾からの出願人に

ついて確認できることがわかりました（表１はすべて中国出願人）。しかもいずれも▲ ▼

が付与されていない日本語的表記（漢字）が存在するにも拘わらず両方の表記が存在する

のは何故か。「▲華▼▲為▼▲終▼端」「▲華▼▲為▼終端」「華為終端」の存在などはまさ

に意味不明です。「華為終端」も存在しますから「華」「為」が「ＪＩＳ－Ｘ０２０８－１

９９７で定められている文字以外の文字」でだから、とも言えないような気もします。 

 現状では▲ ▼で挟まれた出願人表記も異表記の１つとして検索式に組み入れるしかな

いようです。（表 1-1 中の「▲ホア▼▲ウェイ▼技木」の「技木」は簡体字「技术」の日本

語的表記の漢字ですし、「百度网訊科技」の「网訊」は簡体字のままです） 

 

 他方、表２から、PS では「▲華▼▲為▼▲終▼端」「▲華▼▲為▼終端」「華為終端」

など▲ ▼の有無を区別して検索することはできないようです。 

また、「百度在▲綫▼网▲絡▼技▲術▼」のPS検索では6件の内、2件は「BAIDU ONLINE 
NETWORK TECHNOLOGY」と出願人名、要約とも英表記であり、「百度在線網絡技術」

も 25 件の内、21 件が「BAIDU ONLINE NETWORK TECH」と英訳されたもので原

語表記を確認できません。 
さらに PS では「京▲東▼方▲顯▼示」の出願人表記が共願人の筆頭出願人である「京

東方科技集團」（親会社）となって詳細を表示しないと「京▲東▼方▲顯▼示」の表記

が確認できません。（GPSS では検索結果一覧で共願人すべての表記を確認可能です） 
 

３．大学、研究機関における▲ ▼ 

 数こそ少ないが大学や研究機関にも▲ ▼で挟まれた出願人表記が存在します。 

 

表３．大学、研究機関における▲ ▼ 

 



４．出願人表記中の地名における▲ ▼ 

 GPSS の出願人表記には、「▲騰▼▲訊▼科技（深▲セン▼）有限公司; TENCENT TECHNOLOGY 

(SHENZHEN) COMPANY LIMITED」や「深▲セン▼▲時▼▲識▼科技有限公司」のように地名

としての「深圳(SHENZHEN)」が「深▲セン▼」として▲ ▼で挟まれた出願人表記が存在し

ます。この場合には深圳の「圳」に該当する日本語的表記の漢字が存在しないために「深

▲セン▼」と表記されているものと思います。 

 しかし、ここでも表４のように、ここまで揺れなくても、というぐらいの深圳の日本語

が存在します。ここでは「深セン」など▲ ▼で挟まれていない出願人表記は例外のようで

す。 

 

表４．出願人の所属地名「深圳(SHENZHEN)」の異表記 

 
 末尾の「シェンジェン」は▲ ▼で挟まれてはいませんが、「テンセント・テクノロジ

ー・（シェンジェン）」として使われています。 
 
 その他の地名も「▲無▼▲錫▼小天鵝電器有限公司 ; WUXI LITTLE SWAN 
ELECTRIC CO.,LTD」のように出願人名の一部として使われています（表５）。 
 「无锡」については、簡体字のように見える「无錫」（錫は日本語的表記の漢字）と

「無錫」が「无锡」（簡体字）「无錫」「無錫」いずれで検索しても「无錫」「無錫」とし

て併せて抽出されます。それぞれの存在数は表５に示した通りです（139 件の検索結果

を目視で確認しカウントしました）。 
 もちろん、▲ ▼で挟まれた「▲無▼▲錫▼」「無▲錫▼」も別途存在します。 
 
  



表５．その他の地名異表記 

 
 
５．法人格(股份)の異表記 
 法人格まで付けて検索することはまれですが、子会社や関連会社とは区別して親会社

だけを抽出する場合には法人格を付けて検索することもあります。 
 
表６．法人格(股份)の異表記 

 
 
共願例 
・京東方科技集團股▲ふん▼有限公司; BOE TECHNOLOGY GROUP CO.,LTD.; 
・北京京▲ 東▼方▲ 顯 ▼ 示技▲術▼有限公司 ; BEIJING BOE DISPLAY 
TECHNOLOGY CO.,LTD. 



法人格「股份」は「CO., LTD」「CORPORATION(CORP)」などとして 
「股份有限公司 / 股份公司 / 股份有限責任公司 / 股份两合公司 / 股份有限两合公

司 / 股份有限及两合公司 / 股份有限两合公司 / 股份合作公司 / 股份制公司 / 股份经

济合作社 / 股份及两合公司 / 开股份公 有限公司 / （股份）责任有限公司」 
のように使われますが、「份」の簡体字を表す日本語的漢字がないので▲ ▼で挟んだ表

６のような揺れが存在します。 
 
 表中の赤字部分は、日本特許庁の以下の指針から外れた表記をマークしたものです。 
1)▼ふん▲・・前が▼、後ろが▲ 
2)▼ふん▼・・前も後ろも▼ 
3)▼フン▲・・平仮名ではなくカタカナに 
 
「ＪＩＳ－Ｘ０２０８－１９９７で定められている文字以外の文字を用いようとする

ときは、ＪＩＳ－Ｘ０２０８－１９９７で定められている漢字に置き換えて記録するか、

又はその読みを平仮名で記録し、その前に「▲」、後ろに「▼」を付します。」 

 
６．あとがき 
 「そんなどうでもいいことをよくやるわ。よっぽど暇なんだ。」「こんなことを紹介す

る意味があるのか」と呆れかえる声が聞こえてきそうですが、日本特許調査をほとんど

したことのなかった私にとっては▲ ▼で挟まれた出願人表記（日本から出願された発

明者にも存在）は新鮮でした。 
 古くから日本特許庁の指針が存在することから、このような問題（指摘）は既に過去

に議論されつくされたことなのかもしれません。私だけが知らずにこのような紹介をす

ることは「徒労に終わる」ことかもしれません。 
 今回、「外国から日本への出願」を整理する中で発見した「▲ ▼で挟まれた出願人表

記」についてデータを挙げて紹介させていただきました。 
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